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第 230号 令和５年５月

コンテナ苗（カラマツ）

ミズナラを主体とする広葉樹二次林（北
ほくしん

信森林管理署管内）

 
中
部
森
林
管
理
局
の
事
業
概
要

  
～
令
和
五
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
～

【
企
画
調
整
課
】

　

四
月
二
十
五
日
、
令
和
五
年
度
の
中

部
森
林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て
当
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
新
た
な
取
組
や
重
要
な
取

組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

Ⅰ 

令
和
五
年
度
の
新
し
い
取
組

◇「
新
し
い
林
業
」の
実
現
に
向
け
て

・
伐
採
か
ら
再
造
林
、
保
育
に
至
る
全

体
の
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
に
向
け
、
特

に
造
林
初
期
段
階
の
保
育
に
お
け
る
コ

ス
ト
縮
減
と
労
働
強
度
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
の
推
進
や
大
苗
、
緩
効
性
肥
料
入
り

コ
ン
テ
ナ
苗
を
利
用
し
た
下
刈
回
数
の

削
減
等
を
進
め
ま
す
。

・
当
局
で
は
、
生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
電
子
日

報
の
改
善
・
普
及
・
定
着
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
、電
子
日
報
の「
見

え
る
化
」
等
に
よ
り
生
産
シ
ス
テ
ム
の

改
善
を
図
り
、
生
産
性
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

◇
立
木
公
売
物
件
情
報
の
公
表

・
国
有
林
で
の
立
木
公
売
物
件
の
入
札

結
果
と
併
せ
、
入
札
価
格
に
影
響
す
る

物
件
情
報
（
樹
材
種
、
胸
高
直
径
、
本

数
等
）
を
公
表
し
、
応
札
者
の
増
加
や

競
争
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、
民

有
林
を
含
め
適
切
な
立
木
価
格
の
形
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
森
林
土
木
工
事
等
の
円
滑
な
施
工

・
森
林
土
木
工
事
は
、
山
間
奥
地
の
狭

隘
な
箇
所
が
多
く
、
現
地
条
件
に
適
し

た
工
法
の
選
定
等
を
行
う
と
と
も
に
、

建
設
業
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
が
進

む
中
、
施
工
の
省
力
化
・
効
率
化
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
工

事
を
適
正
か
つ
円
滑
に
施
工
す
る
「
新

技
術
・
新
工
法
」
等
を
広
く
企
業
等
か

ら
募
集
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
受
発
注
者
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、

品
質
確
保
や
技
術
的
課
題
に
対
す
る
工

夫
等
に
よ
る
工
事
の
省
力
化
・
効
率
化

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

◇�

広
葉
樹
二
次
林
の
施
業
上
の
取
扱
い

に
係
る
検
討

・
管
内
に
約
三
万
四
千
㌶
（
名
古
屋
市

の
面
積
程
度
）
存
在
す
る
広
葉
樹
二
次

林
（
人
の
手
が
入
ら
な
く
な
っ
た
広
葉

樹
の
天
然
生
林
や
針
葉
樹
の
人
工
造
林

地
が
広
葉
樹
林
化
し
た
森
林
）
の
施
業

の
必
要
性
や
考
え
方
、
伐
採
木
の
利
用

可
能
性
等
に
つ
い
て
、
有
識
者
に
よ
る

検
討
会
を
実
施
し
、
広
葉
樹
の
森
林
づ

く
り
の
具
現
化
に
よ
る
森
林
の
公
益
的

機
能
の
一
層
の
発
揮
に
取
り
組
み
ま

す
。

 

Ⅱ 

公
益
的
機
能
の
一
層
の
発
揮

◇
多
様
な
森
林
へ
の
誘
導

・
主
伐
時
の
広
葉
樹
の
保
残
等
に
よ
る

針
広
混
交
林
へ
の
誘
導
や
、
林
齢
や
樹

種
の
異
な
る
小
規
模
な
林
分
が
モ
ザ
イ

ク
状
に
配
置
さ
れ
た
面
的
複
層
林
へ
の

誘
導
な
ど
、
多
様
な
森
林
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
上
流
に
位
置

す
る
急
傾
斜
地
等
に
お
い
て
は
架
線
集

材
を
行
う
な
ど
、
林
地
保
全
に
配
慮
し

た
適
切
な
方
法
で
森
林
施
業
を
推
進
し

ま
す
。

帯状に配置された面的複層林（中
ちゅうしん

信森林管理署）

〈特集記事／令和５年度中部森林管理局の事業概要〉〈特集記事／令和５年度中部森林管理局の事業概要〉
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令和５年５月 第 230号

◇
安
全
・
安
心
へ
の
貢
献

・「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」
の
取
組
と

し
て
、
森
林
の
防
災
・
保
水
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
森
林
整
備
、
治
山
施
設
の
整

備
等
に
よ
る
流
木
・
土
石
流
・
山
腹
崩

壊
防
止
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

・
大
規
模
な
山
地
災
害
が
発
生
し
た
際

は
、
県
や
市
町
村
等
と
の
合
同
調
査
や

森
林
土
木
技
術
者
の
派
遣
等
に
よ
り
、

早
期
復
旧
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
山
地
災
害
調
査
ア
プ
リ
に

よ
る
被
災
状
況
の
迅
速
な
把
握
に
よ

り
、
応
急
対
策
等
の
現
場
業
務
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。 

・
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
を
、
調
査

や
工
事
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◇
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

・
く
く
り
ワ
ナ
の
貸
出
し
に
よ
る
捕
獲

の
強
化
や
、
自
動
通
報
装
置
を
活
用
し

た
ワ
ナ
見
回
り
負
担
の
軽
減
等
の
ほ

か
、
獣
害
対
策
に
係
る
講
習
会
・
現
地

検
討
会
を
実
施
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
ニ

ホ
ン
ジ
カ
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

・
ブ
ロッ
ク
デ
ィ
フェン
ス
を
活
用
し
た
捕

獲
手
法
の
検
証
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
錯
誤

捕
獲
防
止
ワ
ナ
の
普
及
な
ど
、
多
面
的

な
被
害
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

Ⅲ 

林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献

◇
木
材
の
安
定
供
給
と
需
要
拡
大

・
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や
不
安
定
な
国
際

情
勢
等
に
よ
り
国
産
材
へ
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
木
材

需
給
動
向
等
を
民
有
林
関
係
者
と
共
有

し
な
が
ら
、
国
有
林
材
の
安
定
供
給
に

取
り
組
み
ま
す
。

・
人
工
林
材
で
あ
っ
て
も
高
齢
級
で
高

品
質
を
売
り
に
し
た
当
局
独
自
の
ヒ
ノ

キ
の
ブ
ラ
ン
ド
材
「　
　

木
曽
ひ
の

き
」、「　
　

東
濃
ひ
の
き
」、「
段だ
ん

戸ど

Ｓ

Ａ
Ｎ
」や
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ

ツ
」を
積
極
的
に
供
給
し
ま
す
。

・
木
材
関
連
機
関
と
連
携
し
た
木
材
利

用
促
進
の
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
等

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
中
大
規
模
建
築
物
や
神
社
仏
閣
等
の

建
築
に
必
要
と
な
る
特
殊
な
寸
法
ニ
ー

ズ
を
木
材
市
場
を
通
じ
て
情
報
収
集

し
、
供
給
を
行
い
ま
す
。

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
円
滑
な
供

給
等
を
目
的
と
し
て
、
生
産
請
負
事
業

地
等
で
発
生
す
る
末
木
枝
条
や
端
材
な

ど
Ｄ
材
の
販
売
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
民
有
林
と
の
連
携

・「
森
林
経
営
管
理
制
度
」の
定
着
に
向

け
、
市
町
村
職
員
が
当
局
の
研
修
、
現

地
検
討
会
等
に
参
画
す
る
な
ど
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
民
有
林
の
人
材
育

成
を
支
援
し
ま
す
。

・
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
の

育
成
を
図
る
た
め
、
国
有
林
の
一
定
区

域
に
お
い
て
、
公
益
的
機
能
を
確
保
し

つ
つ
、
一
定
期
間
、
安
定
的
に
樹
木
を

採
取
で
き
る
権
利
を
設
定
す
る
「
樹
木

採
取
権
制
度
」
の
適
切
な
運
用
に
取
り

組
み
ま
す
。

 

Ⅳ 「
国
民
の
森
林
」と
し
て
の
管
理
経
営

・「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」

の
情
報
発
信
や
環
境
整
備
等
を
実
施
し

ま
す
。

・「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」等
の
情

報
発
信
を
引
き
続
き
行
い
、
国
有
林
を

活
用
し
た
地
域
の
観
光
振
興
に
取
り
組

み
ま
す
。

・
中
部
山
岳
な
ど
国
有
林
が
国
立
公
園

に
も
な
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
環

境
省
と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
み
、
優

れ
た
自
然
の
保
護
と
利
用
の
両
立
を
目

指
し
ま
す
。

獣害対策に係る講習会の様子（森林技術・支援センター）

「日本美しの森�お薦め国有林」駒
こまがたけ

ヶ岳風致探勝林（南
なんしん

信森林管理署）

※�

令
和
五
年
度�

中
部
森
林
管
理
局

の
取
組
の
詳
細
は
、
当
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
○国
高

ま
る
こ
う
ま
る
こ
く

○
○国
高

ま
る
こ
う
ま
る
こ
く

〈特集記事／令和５年度中部森林管理局の事業概要〉〈特集記事／令和５年度中部森林管理局の事業概要〉
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第 230号 令和５年５月

【
東と
う
の
う濃
森
林
管
理
署
】

　

三
月
十
三
日
、
平
成
二
十
四
年
三
月

に
結
ば
れ
た
「
中な

か
つ
が
わ
し

津
川
市
加か

し

も
子
母
地
区

森
林
整
備
推
進
協
定
」
に
関
わ
る
新
た

な
覚
書
を
構
成
員
間
で
交
わ
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
覚
書
で
は
、
協
定
期
間
の
延

長
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
協
定

エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
更
に
森
林
整
備
を

進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
構
成
員
で

あ
る
東
濃
森
林
管
理
署
長
、
岐
阜
県
林

政
部
長
、
中
津
川
市
長
、
岐
阜
県
森
林

公
社
理
事
長
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
資

源
戦
略
本
部
副
本
部
長
（
平
成
二
十
四

年
当
時
）
に
新
た
な
構
成
員
と
し
て
、

木
曽
三
川
水
源
造
成
公
社
理
事
長
、
加

子
母
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
を
迎

え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、協
定
地
内
の
面
積
は
、

三
、七
八
五
㌶
か
ら
四
、二
九
二
㌶
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
、新
た
に
追
加
さ
れ
た
森
林
は
、

こ
れ
ま
で
の
協
定
区
域
の
南
西
部
に
位

置
す
る
約
五
〇
七
㌶
の
民
有
林
で
、
そ

の
う
ち
八
二
㌫
が
人
工
林
で
あ
り
、
そ

【
企
画
調
整
課
】

　

三
月
八
日
か
ら
の
二
日
間
、
局
研
修

所
に
お
い
て
、
新
た
に
配
備
し
た
無
人

航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）の
操
作
説
明
会
を

実
施
し
、
出
先
機
関
の
職
員
な
ど

三
十
一
名
と
関
東
森
林
管
理
局
の
職
員

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
操
作
に
は
、
飛
行
に
関

す
る
知
識
の
習
得
や
操
縦
技
量
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
十
分
な
経
験
を
有
す
る

講
師
の
も
と
、
講
習
の
受
講
や
訓
練
飛

行
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
機
種
ご
と
に
性
能
が
異
な

る
た
め
、
安
全
な
飛
行
と
業
務
で
の
活

用
を
目
的
に
、
ド
ロ
ー
ン
の
納
入
業
者

よ
り
、
法
令
や
新
た
に
配
備
し
た
機
種

（
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ⅱ 

Ｐ
ｒ
ｏ 

Ｖ
３
）
の
性
能
な

ど
、
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
飛

行
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
講
習
で
は
、
こ
れ
ま
で
使

用
し
て
い
た
ド
ロ
ー
ン
と
の
操
作
方
法

の
違
い
や
新
た
な
機
能
の
説
明
な
ど
が

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
、
新
し
い
活
用

を
見
据
え
た
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。

の
う
ち
の
八
〇
㌫
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
材

で
あ
る「
東
濃
ひ
の
き
」が
占
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
ヒ
ノ
キ
林
の
五
九
㌫
が

六
〇
年
生
以
上
の
森
林
と
な
っ
て
お

り
、
木
材
と
し
て
の
利
用
期
を
迎
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
当
地
域
か
ら

多
く
の
木
材
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
署
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
民
有
林
と

一
体
と
な
っ
て
、
森
林
施
業
、
木
材
生

産
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

二
日
目
は
、
犀さ

い
が
わ川
河
川
敷
に
あ
る
長

野
市
が
管
理
す
る
航
空
用
の
ラ
ジ
コ
ン

広
場
に
移
動
し
、
参
加
者
全
員
が
新
機

種
で
の
飛
行
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

従
来
の
機
種
で
の
操
縦
技
量
を
有
す
る

班
で
は
、
新
た
な
機
能
を
試
し
な
が
ら

実
践
的
な
利
用
方
法
を
検
討
す
る
な

ど
、
充
実
し
た
内
容
の
説
明
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
ド
ロ
ー
ン
は
森
林
の
状
況
や

工
事
現
場
の
作
業
箇
所
の
確
認
、
災
害

発
生
時
の
速
や
か
な
現
地
調
査
な
ど
に

使
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
各
現

場
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
を
安
全
に
飛
行

さ
せ
、
新
た
な
機
能
も
活
か
し
て
、
よ

り
一
層
活
用
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

無
人
航
空
機
の

�

操
作
説
明
会
を
実
施

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
森
林
整
備

�

～
森
林
整
備
推
進
協
定
エ
リ
ア
拡
大
～

凡 例

エリア

民有林

民有林(追加)

国有林

中津川市加子母地区森林整備推進協定の区域図

操縦技量に合わせて５班に分かれて実習

電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成

〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉
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【
木き

そ曽
森
林
管
理
署
南な

ぎ

そ
木
曽
支
署
】

　

令
和
四
年
七
月
よ
り
建
替
工
事
を
進

め
て
い
ま
し
た
当
支
署
の
柿
其
森
林
事

務
所
が
令
和
五
年
二
月
に
完
成
し
ま
し

た
。

　

新
し
い
事
務
所
は
、
平
屋
造
り
と

な
っ
て
お
り
、
宿
舎
及
び
倉
庫
・
車
庫

に
は
、
地
元
木
曽
谷
で
産
出
さ
れ
た
ヒ

ノ
キ
や
カ
ラ
マ
ツ
等
の
国
産
材
を
二
四

立
方
㍍
使
用
し
て
お
り
、
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
下
地
材
は
、
繊
維
方
向
が
直
交
す
る

よ
う
に
積
層
接
着
し
た
、
厚
さ
九
㌢
㍍

の
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）パ
ネ
ル
を
使

用
す
る
な
ど
、
建
物
の
床
強
度
と
断
熱

性
を
高
め
る
構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

木
は
、
大
気
中
か
ら
吸
収
し
た
二
酸

化
炭
素
を
炭
素
と
し
て
貯
蔵
し
て
お

り
、
木
材
に
な
っ
て
も
そ
の
効
果
は
続

い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
林
野
庁
が
公

表
し
て
い
る
「
建
築
物
に
利
用
し
た
木

材
の
炭
素
貯
蔵
量
の
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
き
、
こ
の
建
築
物
が
貯
蔵

し
て
い
る
炭
素
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、

十
八
㌧ 

︱�

CO2
と
な
り
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
建
築
物
等
に
お
い
て
、

木
材
の
利
用
を
進
め
る
こ
と
で
地
球
温

暖
化
防
止
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

柿か
き

其ぞ
れ

森
林
事
務
所
が

�

完
成
し
ま
し
た

木き
じ
ま
や
ま

島
山
国
有
林
産
の

　
　
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ

�

製
材
作
業
を
見
学

製材作業後に見られた美しい木目 機械による製材作業（のこ挽き）の様子

柿其森林事務所の外観（左側：庁舎、右側：付属宿舎）

【
北ほ
く
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

四
月
十
一
日
、
佐さ

く久
市し

内
の
製
材
施

設
に
お
い
て
、
昨
年
八
月
に
北
信
木
材

セ
ン
タ
ー
の
原
木
市
で
落
札
さ
れ
た
木

島
山
国
有
林
産
の
林
齢
九
九
年
か
ら

一
〇
〇
年
生
の
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ

マ
ツ
の
製
材
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
様

子
を
東
信
森
林
管
理
署
の
職
員
等
と
と

も
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

製
材
機
械
に
よ
り
慎
重
に
挽
か
れ
た

原
木
の
木
目
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
節

も
な
く
と
て
も
美
し
い
木
目
で
あ
り
、

原
木
を
購
入
さ
れ
た
会
社
の
社
長
さ
ん

か
ら
も
国
有
林
産
の
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

カ
ラ
マ
ツ
の
品
質
に
太
鼓
判
を
押
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

板
状
に
製
材
さ
れ
た
木
材
は
、
こ
の

後
も
加
工
が
重
ね
ら
れ
、
現
在
建
替
工

事
中
の
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
村む
ら
い井
駅
（
松
本

市
）
の
新
駅
舎
を
飾
る
木
目
豊
か
な
内

装
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

ま
た
、
駅
舎
が
完
成
し
た
際
に
は
、

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
の
生
産
地

で
あ
る
木
島
山
国
有
林
内
で
の
作
業
の

様
子
や
根
株
の
写
真
な
ど
、
パ
ネ
ル
展

示
で
ご
紹
介
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で

す
の
で
、新
駅
舎
の
お
披
露
目
の
際
は
、

あ
ら
た
め
て
本
誌
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

【計算式】
木材の材積（m³）×密度（t/m³）×炭素含有率×44/12

＝炭素貯蔵量（CO₂換算）（t-CO₂）

柿其森林事務所に利用した
木材に係る炭素貯蔵量（ＣＯ₂換算）

延べ床面積 木材
利用量

木材の
炭素貯蔵量
（CO₂換算）

123.37
m²

24
m³

18
t-CO₂

〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉


